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葛飾北斎　
すみだが誇る世界の絵師・
北斎が描いた風景をたどる
隅田川沿岸エリア
SUMIDA-GAWA RIVER COAST AREA
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「
す
み
だ
」
の
街
を
歩
く
に
は
欠
か
せ
な
い
観
光
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
。英
語
で
の
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。併
設
の
カ
フ
ェ
で
ひ
と
休
み
も
。

【
営
業
時
間
】
観
光
案
内
・
展
示
即
売
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:0
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カ
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ェ
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:0
0～
16
:3
0、
17
:3
0～
20
:0
0　
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三
囲
神
社

江
戸
時
代
の
三
囲
神
社
が
、『
新
板
浮
絵
三
囲
牛
御
前
両
社
之
図
』

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
11
（
17
99
）
年
に
行
わ
れ
た
三
囲

神
社
の
開
帳
で
は
、
北
斎
が
絵
を
描
い
た
提
灯
と
絵
額
が
評
判
を
呼

び
ま
し
た
。 法
泉
寺

鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
た
新
田
義
貞
の
守
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

有
名
な
お
寺
。
参
詣
の
様
子
を
描
い
た
『
寺
島
法
泉
寺
詣
』
に
は
、
縁
結
び

の
神
で
あ
る
金
勢
大
明
神
の
幟
や
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
法
泉
寺
が
金
勢
大
明

神
を
祀
っ
て
い
た
記
録
が
他
に
な
く
、貴
重
な
資
料
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
母
寺

『
風
流
隅
田
川
八
景
』
の
１
枚
「
梅
若
の
秋
月
」
は
、
木
母
寺
に
伝

わ
る
「
梅
若
伝
説
」
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
伝
説
で
は
、
平
安
時

代
の
話
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
江
戸
時
代
に
置
き

換
え
ら
れ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

牛
嶋
神
社

弘
化
２
（
18
45
）
年
頃
、
牛
嶋
神
社
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
い

わ
れ
る
北
斎
は
、『
須
佐
之
男
命
厄
神
退
治
之
図
（
す
さ
の
お
の
み

こ
と
や
く
じ
ん
た
い
じ
の
ず
）』
を
描
き
奉
納
し
ま
し
た
。
関
東
大

震
災
で
消
失
し
た
も
の
の
、
復
元
し
た
パ
ネ
ル
が
社
殿
に
飾
ら
れ
て

お
り
、
今
で
も
そ
の
図
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

白
鬚
神
社

隅
田
川
両
岸
の
風
景
を
描
い
た
北
斎
狂
歌
絵
本
の
代
表
作
『
絵
本
隅

田
川
両
岸
一
覧
』の
１
図「
白
髭（
し
ら
ひ
げ
）の
翟
松（
き
じ
ま
つ
）

今
戸
の
夕
烟
（
ゆ
う
け
む
り
）」
に
、
名
勝
地
で
あ
っ
た
白
髭
明
神

社
（
現
：
白
鬚
神
社
）
の
鎮
守
の
森
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

隅
田
川
神
社

隅
田
川
神
社
の
周
辺
は
、
か
つ
て
水
神
の
森
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
樹

木
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
雪
月
花
を
題
材
と
し
た
３
枚
揃
の
１

つ
『
雪
月
花
 隅
田
』
に
、
当
時
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
30
（
18
97
）
年
に
創
業
の
和
菓
子
店
。
店
名
の
「
小

梅
」
は
、
か
つ
て
の
地
名
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
丹
波
産
の

大
納
言
小
豆
と
北
海
道
産
小
豆
を
使
用
し
、
青
の
り
が
美
し

い
「
小
梅
だ
ん
ご
」
や「
小
梅
最
中
」
が
有
名
で
す
。

【
定
休
日
】
月
曜
（
月
曜
が
１
日
ま
た
は
祝
日
の
場
合
は
水
曜
）
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埼
玉
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小
梅

ち
ょ
っ
と
寄
り
道

ま
ち
歩
き
に
は
墨
田
区
内
循
環
バ
ス
「
１
日
乗
車
券（
30
0円
）」
も
便
利
！
バ
ス
車
内
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、
産
業
観
光
プ
ラ
ザ
 す
み
だ
 ま
ち
処
、
吾
妻
橋
観
光
案
内
所
、
両
国
観
光
案
内
所
等
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

隅
田
川
沿
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エ
リ
ア

世
界
的
に
も
評
価
が
高
い
絵
師
・
葛
飾
北
斎
は
、
生
涯
の
大
半
を
墨

田
区
で
過
ご
し
、
大
変
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
北
斎
の
作
品

を
通
じ
て
、「
す
み
だ
」
の
今
と
昔
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
柳
嶋
の
妙
見
様
」
と
も
呼
ば
れ
る
法
性
寺

は
、明
応
元（
14
92
）年
に
開
か
れ
ま
し
た
。

熱
心
な
日
蓮
宗
の
信
者
で
妙
見
菩
薩
を
信
仰

し
て
い
た
北
斎
は
、
た
び
た
び
参
詣
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
北
斎
辰
政
（
と

き
ま
さ
）」
と
い
う
画
号
は
、
北
斗
七
星
の

化
身
と
い
わ
れ
る
妙
見
菩
薩
に
ち
な
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
斎
の
由
来
は
「
北
斗
七
星
」
？
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「
す
み
だ
百
景
 す
み
ま
るく
ん
・
す
み
り
ん
ち
ゃ
ん
」
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